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中期経営計画

いすゞ 自動車は、2024年3月期とその先の成長を見据え、新たな「中期経営計画2024」を策定いたしました。
脱CO2化の潮流加速や止まらない物流への期待が高まる中、商用車に求められる社会課題に応えるため、「カーボンニュートラ

ルへの取り組み」や「進化する物流への貢献」をイノベーションの基軸として取り組んでまいります。また、これらを支えるべく、いま
までに培った事業基盤、多様なアライアンスを活かして、更なる事業拡大・収益向上を図ってまいります。
そして、大変革期を乗り越え、認められ、存続できる企業（＝サステナブルな企業）となるべく、ESGを視点とした経営を強化して

まいります。

中期経営計画2024全体像

前中計の取り組み結実

■大変革期をチャンスと捉え、「攻め」の施策を展開。
■安定的に売上2.5兆円以上を確保する体制を築き、アライアンス等で将来への布石も打った。

中計業績目標

■中計最終年度の24年3月期は、売上高2兆7,500億円、営業利益2,500億円を目標とする。
■UDトラックス/ボルボGとのシナジーを実現：24年3月期330億円、26年3月期500億円（EBITDAベース）
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事業拡大・収益向上の施策

■前回までの中期計画で作り上げた「成長のための基盤」を最大限活用し、取組施策を推進。

社会的課題と当社の責務／イノベーションの基軸

■カーボンニュートラル潮流加速／物流インフラへの期待増大。これら社会要請への対応は商用車メーカーの責務。

カーボンニュートラル戦略

■2040年までにカーボンニュートラル化に対応できるフルラインナップを確立。
2030年代に主要モデルにおいて電動車（※1）の量産販売拡大
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進化する物流へ商用メーカーとして貢献（1）コネクテッド

■稼働サポートと運行管理のコネクテッドサービスの強化により、お客様の生産性向上や脱CO₂化への献目指す。

進化する物流へ商用メーカーとして貢献（2）自動運転

■アライアンスパートナーとの共同開発により更に加速。早期実現に向け、取り組みを推進。

ESGを視点とした経営への進化

■グローバルリーディングメーカーをベンチマークとしつつ経営風土の転換を加速。



中期経営計画

中期経営計画 2024 全体像（再掲）

おわりに ー サステナビリティ経営の確立に向けて

■「運ぶ」を支え、信頼されるパートナーとして、豊かな暮らし創りに貢献します。

 販売台数／財務指標




